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新たに地ビールと
サワーを開発／美幌

中小関係予算のポイ
ント／年度概算要求

内閣感染症危機管理
統括庁が発足　　　

“島耕作”が東商
検定ＰＲ／東京

会頭会見

処
理
水
の
風
評
被
害
憂
慮

政
府
追
加
支
援
策
を
評
価

新しい資本主義
実 現 会 議

価
格
転
嫁
指
針
　

年
内
策
定
へ

小
林
会
頭「
商
習
慣
へ
の
定
着
が
重
要
」

経産省・日商など

月に記念シンポ開催
マル経創設周年

セキュリティ対策
中 小 企 業 の

－－

適
切
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
運
用
を

被
害
を
少
な
く
　
　
　

迅
速
な
デ
ー
タ
復
旧
へ

取
得
方
法
、日
時
、

間
隔
を
検
討
　
　

保
管
場
所
と
世
代

管
理
が
重
要
　
　

復
旧
計
画
は

定
期
的
に
確
認

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
基
本
と
共
通
対
策

（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

大
脅
威
　
２
０
２
３
版
）

　
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
な
ど

の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る

暗
号
化
や
記
憶
装
置
の
故

障
、
運
用
時
の
操
作
ミ
ス

に
よ
る
消
去
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
で
デ
ー
タ
の

破
損
が
発
生
す
る
。
失
っ

た
デ
ー
タ
の
復
旧
は
困
難

で
あ
り
、
復
旧
に
は
人
手

と
時
間
を
要
す
る
。
し
か

し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取

得
し
て
お
く
こ
と
で
こ
の

被
害
を
縮
小
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

　
迅
速
に
デ
ー
タ
を
復
旧

し
業
務
継
続
で
き
な
け
れ

ば
、
組
織
の
信
頼
も
失
墜

し
、
存
続
の
問
題
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
大
き
な
リ

ス
ク
と
な
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
適
切
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
運
用
に
つ
い
て
、
取

得
、
保
管
、
復
旧
の
三
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
解

説
す
る
。

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
取
得

に
当
た
っ
て
は
、
対
象
を

選
定
し
、
取
得
方
法
や
取

得
日
時
、
間
隔
を
検
討
す

る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
対

象
は
業
務
デ
ー
タ
だ
け
で

は
な
い
。
シ
ス
テ
ム
の
稼

働
に
必
要
な
設
定
フ
ァ
イ

ル
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
含

め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
象

を
選
定
す
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
バ
ー
の
稼

働
要
件
に
合
わ
せ
て
オ
フ

ラ
イ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
の
ど
ち
ら
か

を
検
討
す
る
。
対
象
の
デ

ー
タ
ご
と
に
適
切
な
取
得

日
時
、間
隔
を
検
討
す
る
。

　
例
え
ば
、
業
務
デ
ー
タ

は
週
に
１
回
フ
ル
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
、
そ
の
他
の
日
に

差
分
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
フ

ル
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
変

更
・
追
加
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
複
製
）
を
す
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
フ
ァ
イ
ル
は
シ
ス

テ
ム
改
修
が
な
い
限
り
変

更
は
な
い
た
め
、
リ
リ
ー

ス
時
の
み
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
す
る
。
設
定
フ
ァ
イ
ル

は
随
時
変
更
が
あ
る
た
め

週
に
１
回
取
得
す
る
な
ど

の
よ
う
に
検
討
す
る
。

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
取
得

に
当
た
っ
て
は
、
保
管
場

所
、
世
代
管
理
、
保
管
期

間
を
検
討
す
る
。

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
、
ラ

ン
サ
ム
ウ
エ
ア
攻
撃
に
備

え
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

隔
離
さ
れ
た
場
所
へ
保
管

す
る
。
外
部
記
憶
装
置
に

保
管
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

取
得
時
以
外
は
物
理
的
に

接
続
を
切
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
災
害
対
策
も
含
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
地
理
的

に
離
れ
た
場
所
で
保
管
す

る
と
さ
ら
に
よ
い
。

　
最
新
だ
け
で
な
く
、
過

去
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
保

管
し
、
複
数
の
時
点
に
復

旧
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
デ

ー
タ
の
破
損
か
ら
そ
れ
を

認
知
す
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
と
最
新
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
す
で
に
破
損
し

て
い
る
恐
れ
も
あ
る
た
め

で
あ
る
。

　
ま
た
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
は
い
つ
時
点
の
ど
の
デ

ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
、
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
や

保
管
し
て
い
る
外
部
記
憶

装
置
を
判
別
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
そ
れ
ら
を
扱
う

際
の
運
用
手
順
を
定
め
る

こ
と
で
誤
っ
た
上
書
き
や

消
去
し
て
し
ま
う
と
い
っ

た
事
故
を
防
ぐ
。
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
保
管
方
法
や
世

代
管
理
と
合
わ
せ
て
組
織

の
方
針
を
満
た
せ
る
保
管

期
間
を
決
定
す
る
。

　
な
お
、
デ
ー
タ
は
コ
ピ

ー
し
て
三
つ
持
ち
、
２
種

類
の
メ
デ
ィ
ア
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
保
管
し
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
一
つ
は
違
う

場
所
で
保
存
す
る
と
い
う

「
３
‐
２
‐
１
」
ル
ー
ル

が
あ
る
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ

ア
に
対
し
て
は
「
３
‐
２

‐
１
‐
１
‐
０
」
ル
ー
ル

も
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
で

参
考
に
す
る
と
よ
い
。

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
の

復
旧
に
当
た
っ
て
は
、
復

旧
計
画
を
立
て
、
正
し
く

復
旧
で
き
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

取
得
す
る
だ
け
で
終
わ
り

で
は
な
く
、
そ
れ
を
利
用

し
て
い
か
に
早
く
復
旧
す

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
想
定
さ
れ
る
障

害
と
そ
の
被
害
を
あ
ら
か

じ
め
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
し
て
復
旧
す
る
時
点
や

復
元
手
順
を
確
立
す
る
。

ま
た
、
計
画
に
基
づ
い
て

正
し
く
復
旧
で
き
る
か
定

期
的
に
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
手
順
の
見
直
し
を

行
う
。◇

　
◇
　
◇

　
業
務
の
Ｉ
Ｔ
活
用
が
進

む
ほ
ど
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
重
要
性
は
増
し
て
い

く
。
今
後
の
運
用
の
参
考

に
し
て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

大
脅
威

２
０
２
３
」
は
こ
ち
ら

　
極
め
て
画
期

的
な
太
陽
電
池

が
世
の
中
に
登

場
し
て
き
た
。

２
０
０
９
年
、

桐
蔭
横
浜
大
学
の
宮
坂
力

特
任
教
授
の
研
究
室
が
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

の
有
効
性
を
世
に
問
う
た

▼
こ
の
電
池
の
特
徴
は
一

言
で
言
っ
て
、
次
世
代
型

太
陽
電
池
と
も
い
え
る
も

の
で
、
曇
り
空
や
室
内
で

あ
っ
て
も
発
電
が
可
能
で

あ
る
。
太
陽
電
池
の
形
は

フ
ィ
ル
ム
状
で
、
折
り
曲

げ
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
、
し
か
も
超
軽
量
で
あ

る
。
シ
リ
コ
ン
型
の
太
陽

電
池
の
厚
さ
は
０
・
１
㍉

㍍
に
対
し
て
、
こ
の
新
型

電
池
は
０
・
１
㍈
と
圧
倒

的
に
薄
い
。
シ
リ
コ
ン
型

は
可
視
光
か
ら
赤
外
線
寄

り
で
働
く
の
に
比
し
、
こ

の
太
陽
電
池
は
可
視
光
か

ら
紫
外
線
寄
り
の
光
に
対

応
す
る
。
そ
し
て
、
光
か

ら
電
気
へ
の
変
換
も

％

と
高
い
変
換
効
率
を
実
現

し
て
い
る
▼
現
在
、
開
発

企
業
は
シ
リ
コ
ン
型
と
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

を
組
み
合
わ
せ
た
タ
ン
デ

ム
型
の
太
陽
電
池
を

年

に
も
商
品
化
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
ヨ
ウ
素

と
鉛
の
溶
剤
を
熱
処
理
し

薄
膜
を
つ
く
る
の
で
あ
る

が
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ

リ
ン
タ
ー
を
使
用
し
た
印

刷
技
術
で
製
造
が
可
能
で

あ
り
、
シ
リ
コ
ン
型
の
製

造
費
の
半
額
程
度
で
生
産

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
製

品
は
屋
根
の
上
に
設
置
で

き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
窓
ガ
ラ
ス
や
壁
面

に
貼
っ
て
使
う
こ
と
も
可

能
で
あ
る
▼
世
界
的
に
は

中
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
こ

の
太
陽
電
池
の
開
発
に
熱

心
で
あ
り
、

年
の
世
界

の
市
場
規
模
は
８
３
０
０

億
円
に
達
す
る
と
の
試
算

も
あ
る
。
日
本
に
は
、
電

池
を
つ
く
る
た
め
の
溶
剤

の
原
料
で
あ
る
ヨ
ウ
素
と

鉛
は
豊
富
に
存
在
す
る
こ

と
も
う
れ
し
い
▼
こ
れ
ま

で
、
日
本
は
電
力
の
開
発

に
お
い
て
、
欧
州
と
比
較

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
の
開
発
が
極
め
て

遅
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

政
府
の
支
援
と
も
相
ま
っ

て
、
こ
の
電
池
の
積
極
的

な
導
入
に
よ
っ
て
一
気
に

挽
回
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
り
期
待
し
た
い
（
政
治

経
済
社
会
研
究
所
代
表
・

中
山
文
麿
）

（１） 第２７７３号〈昭和年４月日第三種郵便物認可〉２０２３年（令和５年）９月２１日（木曜日） 会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

木９ 

　
日
本
商
工
会
議
所
の
小
林
健
会
頭
は
９
月
１
日
、
定
例
の
記
者
会
見
で
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
受
け
た
中
国
側
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
「
今
回
の
場
合
は
看
過
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
」
と
懸
念
を
表
明
し
た
。
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
か
な
い
発
信
で
、
水

産
物
だ
け
で
な
く
食
料
品
の
取
引
に
も
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は「
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」と
指
適
。

政
府
の
追
加
支
援
策
に
つ
い
て
は
「
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
小
林
会
頭
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
開

始
を
受
け
た
風
評
被
害
に

つ
い
て
、
「
今
回
の
場
合

は
看
過
で
き
な
い
部
分
も

あ
る
」
と
述
べ
、
「
国
際

原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

な
ど
国
内
外
の
機
関
の
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
き
安
全
で
あ

る
と
い
う
お
墨
付
き
を
得

て
海
洋
放
出
し
て
い
る
。

水
産
物
の
み
な
ら
ず
日
本

産
の
食
料
品
の
取
引
に
も

影
響
が
出
始
め
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
科
学
的

な
根
拠
に
基
づ
か
な
い
発

信
に
は
、
憂
慮
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
非
常
に
遺
憾

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
」
と
懸
念
を
表
明
。

一
方
、
岸
田
首
相
が
、
水

産
物
を
中
心
に
、
中
国
以

外
の
輸
出
先
の
開
拓
や
、

国
内
加
工
体
制
の
整
備
な

ど
五
つ
の
柱
に
基
づ
い
た

追
加
支
援
策
を
発
表
し
た

こ
と
に
触
れ
、
「
商
工
会

議
所
と
し
て
も
、
被
害
に

遭
っ
て
い
る
会
員
企
業
に

対
し
、
全
面
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
の
方
針

を
示
し
た
。

　
今
年
、
最
低
賃
金
の
全

国
平
均
が
１
０
０
０
円
を

超
え
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク

だ
と
思
う
。
三
要
素
を
労

使
で
徹
底
的
に
議
論
し
て

地
域
性
を
加
え
て
出
た
結

果
で
あ
り
、
議
論
の
過
程

の
透
明
性
も
高
か
っ
た
」

と
引
き
上
げ
自
体
は
評
価

し
た
一
方
、
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
は
、
「
当
面

こ
れ
で
良
い
と
思
う
。
三

要
素
を
基
に
し
た
議
論
を

し
っ
か
り
す
る
と
い
う
こ

と
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
岸
田
首
相
が
８

月

日
に
開
催
さ
れ
た

「
新
し
い
資
本
主
義
実
現

会
議
」
で
「
２
０
３
０
年

代
半
ば
ま
で
に
１
５
０
０

円
を
目
指
す
」
と
発
言
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
非

常
に
気
遣
い
を
さ
れ
た
言

い
方
だ
と
思
う
。
毎
年
、

政
府
方
針
が
出
て
、
結
果

的
に
そ
の
数
字
あ
り
き
に

な
る
こ
と
は
避
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
最
低
賃
金

審
議
会
で
三
要
素
に
基
づ

き
、
労
使
で
十
分
に
議
論

し
、
納
得
し
て
決
め
る
こ

と
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
政

府
が
目
標
感
を
出
す
こ
と

自
体
は
特
に
否
定
し
な

い
」
と
の
考
え
を
表
明
。

目
標
に
つ
い
て
は
、
「
支

払
い
能
力
を
超
え
た
金
額

を
目
標
に
し
て
も
仕
方
が

な
い
。
企
業
が

年
後
に

１
５
０
０
円
を
支
払
え
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
環
境
整
備
す
る
か

だ
」と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
政
府
は
８
月

日
、
第


回
新
し
い
資
本
主
義
実

現
会
議
（
議
長
・
岸
田
文

雄
首
相
）
を
開
催
し
、
賃

金
や
投
資
を
含
む
成
長
と

分
配
の
好
循
環
の
進
め
方

に
つ
い
て
議
論
し
た
。
日

本
商
工
会
議
所
の
小
林
健

会
頭
は
、
「
労
働
供
給
不

足
は
、
極
め
て
大
き
な
問

題
」
と
指
摘
。
政
府
に
、

中
小
企
業
の
人
材
確
保
・

育
成
、
従
業
員
の
リ
ス
キ

リ
ン
グ
促
進
や
、
デ
ジ
タ

ル
活
用
を
は
じ
め
と
し
た

省
力
化
・
省
人
化
へ
の
支

援
な
ど
を
求
め
た
。
岸
田

首
相
は
、
今
後
取
り
ま
と

め
る
新
た
な
経
済
対
策
に

お
い
て
、
省
人
化
・
省
力

化
投
資
の
支
援
措
置
な
ど

の
抜
本
的
強
化
や
中
堅
・

中
小
企
業
に
よ
る
投
資
促

進
策
の
強
化
を
図
る
方
針

を
示
し
た
。

　
日
商
の
小
林
会
頭
は
、

「
労
働
供
給
不
足
は
極
め

て
大
き
な
問
題
。
中
小
企

業
の
人
手
不
足
は
深
刻
化

し
て
い
る
」
と
指
摘
。
中

小
企
業
の
人
材
確
保
・
育

成
、
従
業
員
の
リ
ス
キ
リ

ン
グ
の
促
進
に
向
け
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
公
的
職
業

訓
練
の
抜
本
的
機
能
強
化

と
、
利
用
促
進
の
取
り
組

み
や
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

は
じ
め
と
し
た
省
力
化
・

省
人
化
へ
の
支
援
な
ど
を

求
め
た
。
ま
た
、
外
国
人

材
な
ど
多
様
な
人
材
活
躍

の
一
層
の
促
進
に
向
け
、

在
留
資
格
な
ど
制
度
の
見

直
し
な
ど
も
要
請
し
た
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て

は
、
「
引
き
上
げ
額
は
、

法
定
三
要
素
の
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
公
労
使
三
者
構

成
で
の
審
議
会
で
審
議
・

決
定
す
る
こ
と
が
基
本
」

と
改
め
て
指
摘
。
持
続
的

な
賃
上
げ
に
向
け
て
は
、

「
労
務
費
を
含
む
価
格
転

嫁
を
商
習
慣
と
し
て
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
取
引
適
正
化
を
進
め

る
官
民
の
努
力
が
不
可

欠
」
と
述
べ
、
政
府
に
賃

上
げ
促
進
税
制
の
繰
越
控

除
措
置
創
設
を
求
め
た
。

　
事
業
承
継
税
制
に
つ
い

て
は
、
「
現
行
の
特
例
措

置
は
、
事
業
の
存
続
を
通

じ
て
地
域
経
済
を
支
え
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
経
営

者
の
若
返
り
を
契
機
と
し

た
中
小
企
業
の
生
産
性
向

上
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
」
と
、
存
在
意
義

を
強
調
。
「
今
年
度
末
と

さ
れ
て
い
る
事
前
計
画
の

提
出
期
限
の
延
長
と
と
も

に
、
２
０
２
７
年
末
以
後

も
特
例
措
置
並
み
の
措
置

を
講
じ
る
べ
き
」
と
政
府

に
強
く
要
請
し
た
。

　
岸
田
首
相
は
、
「
最
低

賃
金
の
安
定
的
な
引
き
上

げ
に
は
、
中
小
・
小
規
模

企
業
の
労
務
費
の
円
滑
な

転
嫁
が
必
要
だ
」と
述
べ
、

年
内
に
詳
細
な
指
針
を
策

定
・
公
表
す
る
方
針
を
示

し
た
。
ま
た
、
事
業
再
構

築
補
助
金
、
も
の
づ
く
り

補
助
金
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

金
、
業
務
改
善
助
成
金
に

つ
い
て
、
要
件
緩
和
す
る

と
と
も
に
、
「
今
後
取
り

ま
と
め
る
新
た
な
経
済
対

策
で
省
人
化
・
省
力
化
投

資
の
支
援
措
置
な
ど
の
抜

本
的
強
化
を
図
る
」
と
の

考
え
を
表
明
。
さ
ら
に
、

地
方
に
お
い
て
賃
上
げ
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
投
資

促
進
策
を
強
化
し
て
い
く

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
経
済
産
業
省
、
日
本
商

工
会
議
所
、
全
国
商
工
会

連
合
会
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
、
沖
縄
振
興
開
発
金

融
公
庫
な
ど
は

月


日
、
「
小
規
模
事
業
者
経

営
改
善
資
金
融
資
制
度

（
マ
ル
経
融
資
）
創
設


周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
地
域
を
支
え
る
小
規
模

事
業
者
の
持
続
的
な
成
長

～
」
を
開
催
す
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
マ

ル
経
融
資
を
通
じ
た
経
営

改
善
普
及
事
業
の
意
義
の

再
確
認
や
、
マ
ル
経
融
資

の
一
層
の
活
用
・
普
及
の

促
進
を
目
的
に
開
催
す
る

も
の
。
当
日
は
、
マ
ル
経

融
資
の
活
用
に
よ
り
成
長

を
果
た
し
た
企
業
経
営
者

の
基
調
講
演
や
、
経
営
指

導
員
に
よ
る
マ
ル
経
融
資

を
活
用
し
た
伴
走
支
援
事

例
の
講
演
を
予
定
し
て
い

る
。
な
お
、
当
日
は
ラ
イ

ブ
配
信
も
実
施
予
定
（
基

調
講
演
ま
で
）
。

　
参
加
対
象
は
商
工
会
議

所
な
ど
の
経
営
指
導
員
・

補
助
員
・
一
般
職
員
で
、

参
加
費
無
料
。

　
詳
細
は
、
こ

ち
ら
を
参
照
。

記者会見で発言する小林会頭


